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種類別審査基準スギの新旧対照表（平成19年２月16日付け 一部改正）

改 正 後 改 正 前

３ 審査基準 ３ 審査基準
１）記載上の調査留意事項 １）記載上の調査留意事項
（８）花粉が無い品種登録出願に当たっては、公的機関（国、県等の ［新設］

） 。試験研究機関 から花粉が無いことの証明を添付することとする

（９）参考文献を付記する。 （８）参考文献を付記する。

２）品種特性調査基準 ２）品種特性調査基準

特性に関する具体的説明および計測方法 特性に関する具体的説明および計測方法

○対照品種との比較（クモトオシ） ○対照品種との比較（クモトオシ）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

１.～８.［略］

９．結実性 無 少 中 多
　(1)着花開始年齢 無 早 中 晩
　(2)雌花着生量 無 少 中 多
　［削除］

10.雄花の多少及び
   雄花の花粉の多少
(1)雄花の多少 無 少 中 多
(2)雄花の花粉の多少 無 少 中 多

11．さし木の発根性 難 やや難 やや易 易

12．～［略］

特 性 区 分
主要な形質項目

1 2 3 4 5 6 7 8 9

１.～８.［略］

９．結実性 無 少 中 多
　(1)着花開始年齢 無 早 中 晩
　(2)雌花着生量 無 少 中 多
　(3)雄花着生量 無 少 中 多

［新設］

10．さし木の発根性 難 やや難 やや易 易

11．～［略］

主要な形質項目
特 性 区 分
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［削除］ ○対照品種との比較（クモトオシ）

○出願品種について、雄花の着生が平年並以上の年において15年生以 ［新設］
上の複数の個体を対象に雄花着生量を測定する。ただし、花粉の無
い出願品種については樹齢５年生前後の正常に生育した５個体以上
を対象として雄花着生量を測定する。なお、調査回数は２年以上の
複数回とする。

［調査方法］
① 調査を行う個体の樹幹を上部・中部・下部に区分する。
② 樹幹のそれぞれの部位について、雄花の着生している枝の割合を
以下の基準で５段階に区分する。
４：3/4以上、３：1/2以上3/4未満、２：1/4以上1/2未満
１：1/4未満、０：なし

③ 樹幹のそれぞれの部位について、１枝当たりの雄花の着生数を以
下の基準で４段階に区分する。
３：100穂以上、２：10穂以上100穂未満、１：10穂未満
０：着生なし

④ 雄花着生枝の割合と枝当たりの雄花着生数の指数を個体ごとに集
計し、次の基準で５段階の総合指数を算出する。

着 生 割 合 着 生 数
５ ： １２～ 10 ９ ～ ８
４ ： ９ ～ ７ ７ ～ ５
３ ： ６ ～ ４ ４ ～ ３
２ ： ３ ～ １ ２ ～ １
１ ： ０ ０

なお、着生割合と着生数の判定結果が同じ指数にならない場合は、
指数の小さい方を採用する。

［最終的な評価方法］
出願品種について、個体毎に得た総合評価指数の平均値を算出し、
以下の対比表に従い 「多、中、小、無」の４区分として評価する。、

特 性 値 総合評価指数の平均値
多 ： ２．５以上
中 ： １．３以上～２．５未満
小 ： １．０超え～１．３未満
無 ： １．０
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○雄花の花粉の多少に関する判定は、雄花一個あたりの花粉粒数を以
「 、 、 、 」 。 、下の対比表に従い 多 中 小 無 の４区分として評価する なお

調査回数は２年以上とする。
特 性 値 雄花一個あたりの花粉粒数
多 ： ６０万粒以上
中 ： ２０万粒以上～６０万粒未満
小 ： ２０万粒未満
無 ： 認められない

○さし木圃場発根率＜２５％（難 、２５～５０％（やや難 、５０～ ○さし木圃場発根率＜２５％（難 、２５～５０％（やや難 、５０～７５） ） ） ）
７５％（やや易 、７５％＜（易 、既存品種と比較して表示する。 ％（やや易 、７５％＜（易 、既存品種と比較して表示する。） ） ） ）

［以下略］ ［以下略］

［以下略］ ［以下略］
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